鎌倉市自治基本条例策定市民会議第５２回策定委員会会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年１２月１５日（月）午後５時～６時３０分

	場　　所　　　　　　　市役所本庁舎２階　２０１会議室

	出席者：柳下、鈴木、郡司、太田、小泉、平倉、小田切、児島、渡辺、松本、松山、三嶋、宅見、橋爪
（推進委員会：幸道、山村）

事務局：渡邊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要

・第４４回から５２回全体会までの全体討議における意見を項目別に整理した作業シートをベースに意見の取りまとめ方について協議。

・目的、協働、市民の定義など基本的な部分に意見の相違が見られることから、両論併記も止むを得ないとの意見が出されたが、策定・推進合同委員会としては一つの案として取りまとめることを目指すこととした。
・小数意見などについては討議の経過などで触れることとし、さまざまな意見が出された中で、論理的な理由で市民会議案に決定されたというまとめ方を目指す。
・市民・協働の概念、政策課題のあたりの整理を優先的に進める。
・市民、協働、市民参加の制度についての議論を年内に行う（１２月２２日）。

・№１５、３０、３１については郡司氏が整理することとする。

【各委員からの意見等】

●意見の取りまとめについて

・無理やりに案を一つにまとめようとすると、うやむやになる部分が残る。こうした経緯はまとまった案に対する不信感につながる。
・両論併記は穏健な方法である。

・グループ討議から全体会にあげていくルールに則っている。市民会議として責任をもって一つの案にまとめるべきである。

・議論したうえで多数決を採るほかない。

・討議経過には提出されたさまざまな意見を記載すべきである。
・一つの案にまとめたとしても市が行うパブコメで改めて意見を提出することができる。

・全体会で概ね一致していることをもって、前に進めればいい。ぶれる必要はない。

・大綱案だけが議論され、それ以外のある程度まとまった考え方が捨て置かれている現状はいかがなものか。説明する機会を設けるべきではないか。

・協働については、悪用を防ぐためにさまざまな条件を付すということで合意がなされたはずである。

・市民については、「行政サービスを受けること」と「市政への市民参画」が同じ言葉で表現されていることが問題であり、表現を変えれば解決するのではないか。
●有志意見の取扱いについて

・策定委員会は世話人ではなく指導部といった位置付けになりつつあり、であればこそ、吸い上げた意見について責任を持つべきである。討議の場を設けないと、内容以前に感情的な対立となるおそれがある。
・大綱案に反対する意見についても十分な時間を割いている。そろそろ、どのように整理するのか、代表としての考えを示していただきたい。

・有志意見も作業シートに振り分けてはどうか。
・さまざまな意見に対する策定委員会の見解を示していないので、これを行う必要はあると考える。

・議論が不足しているとの意見があるが、さらに議論すべきかどうかを多数決することも考えるべき。


	特 記 事 項

○　次回以降の策定推進合同委員会は、
第５３回　日時：平成２０年１２月２２日（月）午後６時～　本庁舎２階２０１会議室

第５４回　日時：平成２１年１月８日（木）午前１０時～　本庁舎２階２０１会議室
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